
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ９月号 

ご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？ 小さな子どもは、まだ何が危険かを予測すること

ができず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。 

令和８年８月２６日 

浦河フレンド 

森のようちえん 

風邪で高い熱が出ると心配になるものですが、 

発熱は体が病原体と戦うための生理的な反応。 

熱を下げることで治りが早くなるわけではありません。 

 

窒息で亡くなった人を年齢別に見ると、０～３歳の 

子どもが 8０％を占めています。特に食事中、睡眠中、

遊んでいるときの窒息が多いです。注意する点を知っ

ておきましょう。 


